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Ｉ。問題の所在
社会科の性格は，社会現象を正しく認識し，社
会に関する知識習得と社会生活に必要な技能を習
い，民主市民に要求される価値と態度を身に付け
て社会，国家，人類の発展に貢献する民主市民の
育成にある1)。しかし，今の学校教育，特に社会
科が果たして児童・生徒に急変する社会現象を正
しく認識させ，社会問題解決能力を充分に準備さ
せているのか。児童・生徒において自分の生活と
密接な関連がある社会科が面白く，有用な教科で
あるべきだが，難しくていやな教科になっている
のが現実である。それは，児童・生徒が求める現
実と関連が少ない社会現象に対する概念や知識中
心の教育内容を取り組んでいるのではないかと思
われる。特に，国際化社会で人類の繁栄と安全を
脅かす人権，環境，紛争等のグローバル問題が強
まっていくにもかかわらず，社会科の教育内容は
量的，質的な面で大きな変化のない状態が続けて
いる。
そこで，このグローバル問題の解決のため，社
会科カリキュラムをどのように編成するべきかに
対する問題意識を踏まえて，東アジアの急変する
政治的状況の中で，韓国の現行社会科カリキュラ
ムと2009年から新しく適用する社会科カリキュラ
ム試案の編成内容を考察し，グローバル視点での
問題点と改善方案を模索してみる。
Ｈ。韓国小・中学校の社会科カリキュラムの教育
内容体系
韓国の小・中・高の学校カリキュラムは１年
(小学校１年)から10年(高校１年)までの国民共通
基本カリキュラムと，高校２－３学年の選択カリ
キュラムで構成されている。国民共通基本カリキュ
ラムは，教科，裁量活動，特別活動で編成されて
いる。教科 は国語科を始め10 教科(1-2 年 は５
教科）で，裁量活動は創意的裁量活動と教科裁量
活動領域で，特別活動は自治・適応・啓発・奉仕・
行事活動の５領域で区分されている。そして，高
等学校の選択カリキュラムは，教科と特別活動で
編成して専門教育を図っている。国民共通基本カ
リキュラム運営の時間編制（改訂試案） は ＜資料
１＞ のようである几
現行の社会科 は３年 （小 ３年） から10 年 （高
Ｏ まで 国民共通基本カ リキュラムの教科とし
て編成されている。
時数編制は下記の＜表１＞のように，現行及び
改訂試案共に，小学校は週３時間で編成されたが，
６年１学期に編成された歴史領域が改訂試案で は
５年全学期で拡大編成された。
＜表 １＞　 現行及び改訂試案社会科時数編制
（　）は時数
学院 /j浮校 中学校 高等学校
学年 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11-12
現行
社会科
３ ３ ３ ３
地庶2 ）
世界史
①
国史(1)
一社(1)
世界史
①
国史 ② ，
地理(1)
一社 ①
国史 ②
地脛(1.5)
一社(1. 5)
選択
科目
改訂四
社会科
３ ３ ３ ３
地理 ②
一社(1)
-
地理(1)
一社 ①
地理(1.5)
一社1.5)
選択
科目
歴史 - 歴史(3) 歴史 ② 歴史(3)
計 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ６
中学校は週３－４時間で編成された社会科が，
改訂試案では歴史領域が歴史教科で８年（中２年）
に独立編成され，高等学校１年の歴史科目授業時
数が，週２時間から３時間に増え，選択科目とし
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＜表２＞　社会科教育内容体系
学年 人間と時間(歴史領域) 人間と空間(地理領域) 人間と社会(一般社会領域)
３学年 ・　我らが生きる所　　 ・　我が町の正体性　　 ・　故郷の生活文化　　 ・　人が集まる所
・　移動と意思疎通　　 ・　多様な生活の様子
４学年 -
・我が地域の自然環境と生活様子
・我が地域と関係深いところ
・他の地域の生活
・住民自治と地域社会の発展
・経済生活と望ましい選択
・社会変化と私たちの生活
５学年
・１つになった民族
・多様な文化が発展した高麗
・儒教伝統が立てられた朝鮮
・朝鮮社会の新しい動き
・新しい文物の受容と民族運動
・大韓民国の発展と今日の我ら
- -
６学年 -
・美しい我が国土
・環境を考える国土保存
・世界の色々地域の自然と文化
・我が国の経済成長と課題
・我が国の民主政治
・情報化,世界化の中の我ら
７学年 -
・私か住んでいる世界
・多様な気候地域と住民生活
・多様な地形と住民生活
・地域ごとに違い文化
・人口変化と人口問題
・都市発達と都市問題
・個人と社会生活
・文化の理解と創造
・我らの生活と法
・人権保護と憲法
８学年
＜韓国史領域＞
・文明の形成と古朝鮮の成立
・三国の成立と発展
・統一新羅と渤海
・高麗の成立と発展
・高麗社会の変遷
・朝鮮の成立と発展
＜世界史の領域＞
・統一帝国の形成と世界宗教の登場
・多様な文化圏の形成
・交流の拡大と伝統社会の発展
- -
９学年
＜韓国史領域＞
・朝鮮社会の変動
・近代国家の樹立運動
・大韓民国の発展
＜世界史の領域＞
・産業化と国民国家の形成
・アジア,アフリカ民族運動と近代国家
の樹立運動
・現代世界の展開
・資源の開発と利用
・産業活動 と地域変化
・地域ごとに違う環境問題
・世界の中のわが国
・統一韓国の未来
・政治生活と民主主義
・政治過程と参与民主主義
・経済生活と経済問題
・市場経済の理解
・国民経済の理解
10学年
・我が歴史の形成と発展
・朝鮮社会の変化と西欧列強の侵略的接近
・東 アジアの変化と朝鮮の近代改革運動
・近代国家の樹立運動と日本帝国主義の
侵略
・日帝の植民地支配と民族運動の展開
・全体主義の台頭と民族運動の発展
・冷戦体制と大韓民国政府の樹立
・大韓民国の発展と国際情勢の変化
・世界化とわれらの未来
・国土と地理情報
・自然環境と人間生活
・文化景観 の多様性
・場所認識と空間行動
・地域開発と環境保全
・文化
・正義
・世界化
・人権
・暮らしの質
参考資料：教育人的資源部告示　第2007-79 号別冊７『社会科教育課程』、2007
―  204 －
て東アジア史を新設した。
教育内容体系(改訂試案)は＜表２＞のように
，
３年から10年まで段階的に深化し
，系列化して構
成されている
。歴史的内容は人間と時間領域に，
地理的内容は人間と空間領域に
，政治，経済，社会，
文化的内容は人間と社会領域に統合して総合的に社会認識を図るよう構成されている。
Ⅲ。韓国小・中学校の社会科カリキュラムの編成
原理
社会科カリキュラムの編成原理をスコ
プーとシー
クエンス面で考察してみると次のようである
。ス
コープとして小学校では，現行カリキュラムを歴
史
，地理，一般社会（公民）領域内容を統合編成
したが
，歴史領域が５年全過程にかけて独立編
成されている
。中学校では学年別に多領域融合式
（中１の場合
，地理２時間十世界史１時間等）の
統合を適用して
，７年は地理と世界史，８年は国
史と世界史及び
一社，９年は国史と一社及び地理
に編成されている
。しかし，改訂試案では歴史領
域の強化及び独立で社会科の領域内下位分野間統
合として
，地理，一般社会領域の学年別集中制に
編成された
。フ年は韓国地理と世界地理の地理と
一社，８年は国史と世界史の歴史，９年は地理と
政治，経済，法，社会文化の一社で編成されてい
る。
シ
クーエンスとしては，児童・生徒の発達段階
と経験体系による経験拡大原則を適用して学年別
に教育内容を構成している
。身近な周りの環境か
ら町・村，市・道，国家，世界で段々範囲を広げ
ていくことが
，発達段階に合わせて社会現象のい
ろいろな概念と事実を理解するのに役に立つこと
である。
IV.グローバル視点から見た韓国の社会科カリキュ
ラムの課題と改善方案１．課題
現行の小学校社会科教科書を基にする教育内容
の分析結果
，次の３点で課題として論議される。
第１は
，社会科教科書にグローバル教育内容が
直接に反映された部分が少ない
。
人類の生存にかかわっている環境，人権，紛争
等のグロ
バール教育内容が社会科教科書に直接に
反映されたのは
，６年の匚単元２：ともに生きる
世界」だけで，直接わが国と交流する国々の様子
と特色を把握し
，国家間の相互理解と協力の必要
性
，変化する世界の中でグローバル問題解決のた
めのわが国の役割等を理解するよう構成されてい
る
。特に，グローバル教育で一番中核になる人権
教育内容も
，６年の匚単元１：わが国の民主政治」
で人権の概念と大事さを取り上げているので
，
グロ
バール意識を身に付けるための早期教育の実
践が具体化されにくいことである
。　環境教育内
容も３年から環境の概念が出ているが
，５年になっ
て匚単元３
： 保全と国土開発」単元で，台風
をはじめ黄砂
，山火事などのグローバルな問題が
最近深化学習で取り上げている
。
第２は
，歴史教育の強化と教科書に民族優越性
の表現が記述されている。
韓国の現行カリキュラムは, 1997年国際化
・情
報化の時代に応じるため改編されたので
，以前よ
りかなりグローバルな視点でカリキュラムが編成
されている。
しかし
，周辺国との歴史，外交問題によって改
訂試案では統合社会科から歴史領域が独立教科で
分離されたのは
，グローバリズムの視点から見る
と統合社会科としての機能が弱くなったことであ
り
，ナショナリズム強化であるという視点も
る
。また，教科書の内容記述においても，いまだ
に単
一民族という意識が自然的にカリキュラムに
溶けていることが事実である
。,歴史の学問的な性
格によって
，どの国でも他国との歴史的関連事実
を記述するとき
，自国中心の観点で解釈すること
によって客観性に欠け
，偏狭な思考と自民族優越
性を形成する恐れかおるからである
。韓国の小学
校教科書では
，次項の＜表３＞のように，韓日間
の歴史関連記述は近代史を除くと過去のカリキュ
ラムから必ず構成される２つの項目かおる
。日本
に仏教と漢字を伝えた百済を始める三国時代の項目と，豊臣秀吉の朝鮮侵略と朝鮮通信使の項目で
ある。
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＜表３＞　韓日歴史関連記述内容比較
６次カ リ キ ュ ラ ム （ 以 前:1992 ～1997  )
1. 我が民族と国家の発展 （４）我が民族の海外進出　 １） 王仁と曇徴
＜　学習主題：三国時代に我が祖先が日本にわたって活動した様子を調べてみよう。＞
先生は三国が中国から仏教 や学問を受け入 れ、我が文化として大きく発展させたと話した。先生は２枚の写真を見
せてくれた。一省略¬、三国時代の金剛 尓勒菩薩半跏 思惟像と日本の木造弥勒菩薩半跏 唇|隹像について問答法を活用
した後、先 生は結 論をたす。三国時代には仏教と儒学が大きく発達して文化水準がとても高かったと話した。そして、
我が祖先は発達したわが文化をとなりの日本にも教えてあげたといい、分団別に調査課題を出した。一省略¬、子供
たちは、百済の文化を日本に伝えてあげた王仁と、高句麗の文化を日本につたえてあげた曇 效について謌 査した結果
を教室に掲示 てみんなが読んでみ 皿 ぶ ジ 。
２）朝鮮圃 言使
＜　学習主題： 朝鮮通信使は日本に行ってどんな役割を果たしたか、また 日本は通信使をどう待遇した
力膕lべてみよう。＞
一省略－ 、日本が朝鮮を侵略したことを深く反省して、昔のように交流を願い朝鮮に通信使の派遣を求めてきた
一省略¬、日本はわが国の通信使を非常に手厚く迎えた。一省略¬､ 彼らは（日本の学者ｻ）ﾞ通信使一行が渡した漢詩、
絵 書 陶磁器等を家宝にする等通信使一行との接触を の上ない光栄と思 た 皿 ｊｊページ
亅二し
７次カリキュラム（現行:1998 ～2008 ）
１． 我が民族と国家の成立(1)  1 つに統一した我が民族 ２）力を争って成長した３つの国
＜ 学習主題：三国文化の梱敷を体表的な遺跡と遺物を通し 匸調査してみよう。＞
子供たちは三国の成長と発展について個別学習でインターネットの仮想空間で三国の文化遺跡を見学する活動をす
る。そして、 高句麗、百済、新羅の順で隹E型して記述されている。一省略¬、その中で、 高司蜑探訪を終えて、百
済探訪を始まります。一省略－、百済文化の特徴である温和さと繊細さがこの石塔によく表現されていま七 百謌丈
一息ぼ烝貳文祐に侈ぐの鯛瞑茫惓元たとレま宍 ＜教科書の記述量は１行＞
＜日本教科書＞ ２．大陸文化に学んだ時代と日本風の文fヒ
ー省略¬、太子や蘇我氏などの豪族たちは、朝鮮半島から伝えられた仏教を信じるようになり、法隆寺をけじめ、
数多くの寺院を建てまし≒ 。（社会６上 光柿叉|書）
（３）儒教を政治の基にした朝鮮　　3 ）2 回の戦乱克服
＜ 学習主題：壬辰倭乱はなぜ起きて、祖先たちがどんなに克服したの力潮査してみよう。＞
壬辰倭乱の発生及び維果について記述した末に、一 省略－、戦争が終わっ≒ 御牢葹　 β本が翰争釡右ご
乙恋ごとを反首乙、ま恋覿吏茫遊びして回澎Ｄと居芳乙恋 そ右 てて 廚鷆堕怠旅劫こ頌信贈荅蔗漂乙て/ｦ浪が居芳尹
石四 と四 六! 匹 で笏/ﾌ匙ﾞ ＜皿 の記述量は３行＞
＜日本教科書＞　4. 戦国の世の中から太平の世の中に
一省略～、秀吉の輯躍旻略で中断していた輯佯との交流は、家康によって再開され、将軍が代わるごとに、朝鮮か
ら使節がおとずれるようになりました(朝鮮圃言使)。朝鮮との交流の窓口になった対馬藩(長崎剱 は、幕府の許しを得
て、貿易を行いまし≒ こうして幕狩は、海外からの情報や貿易に上がる大きな利益を得るようになりまし≒( 社会
６上　光柿図書)
亅ユ
８次カリキュラム（改訂試案:2009 ～　 ）
－？　今貳 在洽秘っ力歹キュタ幺をどﾗ扉滂九5か ー
一社会科で扱える知識と主題は多い。社会科、特に歴史を担当する研究者や教師が増え九時数だけの教育内容をど
んな俔点をもって構成するかが課膃である。
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これらの記述が過去には３ページにかけて優れ
た文化を日本 に教えたとの記述方法から，現行の
カリキュラムでは歴史的事実を３行で記述してい
る。それで も朝鮮通信使の項目で見ても韓日両国
の関連事項 に対する記述方法の差が見られる。
第 ３は，社会科カリキュラム構成 において伝統
的な経験拡大原則の適用であるＯ
社会科カリキュラムの編成原理である既存の経
験拡大原則による内容構成は，児童・生徒たちが
直接に接する大量の情報や知識を受 け入れるのに
遅れることで社会教科に対して興味を失うように
なる。
小学校の場合，３年は町の地域的空間（町・村）
を中心に自然環境と人々の生活環境を，４年 は地
域的空間を地方自治団体（市・道）で広げて人々
の共同生活を，５年 は国の（国家）経済と文化生
活，６年はわが国の歴史を中心として世界との関
係を探究するよう教育内容を構成することは生徒
の知的要求に応じ得ないことである。
例えば，３年生の場合， 自分の学用品を始め身
の周りに多 くの外国のモノを使っているにもかか
わらず，６年 になって外国との物資交流内容が編
成されている。 また，子供たちが一般生活の中で
経験するグロ ーバルな環境問題 も各学年ごとの地
域的空間で発生する枝葉的事例を取り上げ，６年
になって地球村の問題が編成されている。
２。改善方案
１番目，社会科教科書 に人類と世界(仮称)領域
の設定が必要であると思われる几
社会学を基にして生じた社会科は，地理，歴史，
公民等，その学問的領域の特性によって統合教科
として機能が弱くなる。 また，社会科の教育内容
が変化する社会現象を反映するべきであるが，各
下位領域の社会概念と知識中心で教育内容を構成
するから，急変する社会現象を反映することが難
しい。情報化時代を向えて新しいコンピュータ科
目が設けられるように，学校のカリキュラムも時
代の流れに応じて変化するべきである。社会科も
人類 の発展に貢献する民主市民の育成という教育
目標を具現するため，人類の生存を脅かす環境，
人権，紛争等のグロ ーバル問題解決のための教育
内容を構成するべきである。
この案として，韓国の現行カリキュラムのスコー
プで提示している人間と空間，人間と時間，人間
と社会の３つの領域に， グローバル問題単元を含
める人類と世界の領域設定が必要である。人類と
世界領域には１つの大単元を設けて，各学年別に
生徒の発達段階に応じて文化，環境，人権，平和
の４つの主題を小単元で構成する。各主題は４次
時で総16 時間で構成して１学期， または２学期に
分けて授業実践が可能になるよう構成することが
できる。
実際，このようなグローバル問題を主題で裁量
活動時間に実践できる16時間分の授業事例を下記
の＜表４＞のように，「世 界は一つ」 という補助
教科書で製作して, 2007 年３月から全羅北道傘下
の全幼稚園と/J淳 校に配布して活用するようになっ
た4）。
＜表４＞「世界は一つ」の内容構成
領域 単元名 小主題 時間
文化
教育
１．面白 い世
界文化
１世界の食べ物文化
２世界いろいろ国 の伝統 衣装
３地球村 の多様な宗教文化
４祝祭で一つ になる私 たち
１
１
１
１
環境
教育
２．緑 の地球
村
１喉が渇い た地球
２黄砂が怖いよ
３地球村の気候がなぜこんなになるの
４緑 の森が 消えて いるのよ
１
１
１
１
人権
教育
３．大事 な私
たち
１人権、あ んたはだれなの
２私に必要なものと私か持つ権利は
３差別し ないで
４人権模擬 裁判
１
１
１
１
平 和
教 育
４．共 に生 き
る私たち
ｌ戦争 はいやよ
２平和統一 を願うよ
３お互 いに肩を組んで
４共 に生 きるとなり
１
１
１
１
幼児
教育
５．お も しろ
い よ、 と
なりの国
１行 って 見たい国　 タィ
２ チンザオ　ベト ナム
３島で作られた国　ピ リピン
４ニハオ　中国
５国ごとに風習が違うよ
１
１
１
１
１
しかし，これは学校，または指導教師によって
選択可能であるので全体の学校や児童・生徒には
同時に適用できない限界がある。したがって，こ
れらの主題単元を現行の社会教科書に編成するこ
とが全児童・生徒にグローバル意識とグローバル
問題解決能力を育てるのに効果的であると思われ
る。
２番目，事実に基にする歴史を児童・生徒に学
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ば
せることが必要である。
韓国で民族という概念が使われた時期は近代の
日本植民時代以前からであるとみられる
。国を失
い
，国が満州や沿海州にばらば別た状況で，
近代史は韓国にとっては独立運動史であり
，民族
を立て直す時期である
。それによって，近代史は
韓国の歴史教育において重要な位置を占めている
。
しかし＜表３＞で見られるように
，韓国では現
行カリキュラムで歴史を客観化し，単一民族とい
う枠を超えてグローバル視点で書き直そうという
努力がみられる。
国際化による人的交流及び多文化家庭の増加と
いう社会現象の変化に応じるため
，韓国の教育
人的資源部は
，今年匚多文化家庭子女教育支援計
画
」を発表した几カリキュラム及び教科書に多
文化教育要素を反映するため現行の全教科書に表
れている民族主義の要素は発掘削除し
，多文化，
多人種の教育要素を反映するようにした
。
ただ
，歴史の授業時数が増えたことだけでナショ
ナリズム化されるとはいえない
。　学習要素で外
来文化との交流がわが社会と文化に及ぼした影響
と
，その文化を受け取る過程で祖先たちが受けた
葛藤と苦難等の歴史的事実を通して
，グローバル
視点を加える学習も可能なのである
。この面では
指導教師がどの立場で授業実践を展開するかによっ
て生徒に与える影響はことなくなる
。
したがって
，隣国を正しく理解し，親しく感じ
させるプラスイメ
ジーの授業実践の素材を開発す
ることが大事である
。韓国で実践可能な事例とし
て
，韓国木浦に 共生園を運営した田内千鶴子，
韓国の民芸を大事にした浅川巧や柳宗悦
，韓国版
シンドルラリストと呼ばれる布施辰治等
，現在も
韓日歴史の正しい解釈のために努力した人物が多
い
。このような歴史的人物を取り上げて一般教師
同士の交流授業を行う実践事例もある
。次のく表
５＞の授業事例を通して学ぶ生徒たちは多様な感じと歴史観点を受け取っている6）。
＜表５＞プラスイメージ関連歴史授業実践事例
１
．授業科目：社会科
２
．授業日時:2007.3.27
3.授業場所：全州グンヨン中学校　２年１組
４
． 教師：横浜市管内教師
５．授業素材：韓国版シンドルラリストと呼ばれる
大川常吉さん
６
．授業要点:1923年東京大地震時，横浜でも日本
自警団によって数子人の在日韓国人が犠牲され
，
300余名が拘束された
。当時，横浜警察署長であ
る大川常吉は部下に井戸水を持ってこいと指示
して
，直接その水を飲んで在日韓国人の汚名を
そそいだ
。以後，これに感謝して在日韓国大た
ちは1953年東漸寺に顕彰碑を立てた
。
７
．生徒の感想：（生徒１），日本強占期に日本人だ
ちはみんな悪いだと思ったが
，韓国人を助けて
あげた日本人がいることにびっくりした
。これ
から
，熱心に勉強して日本との関係が今よりもっ
とよくなるようにしたい
。（生徒２），日本人先
生に直接授業を受け歴史的に知らなかった人物を分かって，日本との関係がもっと近づくような感じがします。
そして
，韓国，日本，中国の学者，教師，市民団
体が共同で書いた匚未来を開く歴史」は7），歴史
的事実の評価が異なる事項についてどのように記
述し
，生徒にどう教えるか の方向を提示
した事例もあるＯ
純粋な学問や歴史的真理が
，政治や社会的な要
因によって歪曲され
，主観的に解釈されるのは望
ましくないので
，歴史研究者と教師たちが良識を
もって開かれた視点で歴史を記述し，教えるべき
である。
第３は
，社会科カリキュラム構成原理である経
験拡大原則の拡大適用である
。
韓国の現行小学校社会科教科書の内容構成は
，
伝統的な経験拡大原則の適用である
。３年は町・
村
，４年は市・道，５年は国家，６年はわが国の
歴史を中心として世界との関係を探究するよう教
育内容を構成している。
しかし
，現在は，国際化・情報化の時代に向え
て
，インターネット活用を通して地域化と世界化
の学習が同時に可能になっているので
，経験拡大
原則を基にして
，学習主題によって空間的枠を超
える教育内容の構成も必要である。例えば，地理
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領域である４年の匚単元３
：新しく変化する我が
市
・道」で地域様々な災害を取り組む場合，自
然災害の発生原因は国に関係なく同じであるので
，
授業事例を地域的な国内の事例ではなく
，黄砂や
津波
，温暖化等を取り組む拡散的思考を通して授
業目標も達成し，グローバル意識も育てることが
可能である。
また
，経済領域である＜物資の交流＞内容も統
合構成が可能である
。３年では，地域にある市場
を中心として物資の流通が他の地域との交流を深
1
2
3
4
5
学習領域
中心概念
事例名
：
時間数
：
関連単元：
め
，相互依存関係を理解し，４年では，市・道地
域を基にして商品の生産と流通
，貨幣等の概念学
習を行い
，６年では，世界のいろいろ国との貿易
を通じる経済協力の内容で構成されている
。これ
らの単元内容を＜表６＞のように学年領域を超え
て統合すると
，３次時分以上の授業量を２次時分
でコンパクトに再構成することができ
，余分の時
間で現在カリキュラムの時数改訂なしも
，人類と
世界の領域設定の時間確保が可能である。
＜表６＞　統合授業事例案
人間と社会相互依存性
｢‾お米はどこからきたか｣
２時間
＜3年＞
単元討)市場と私たちの
生活
市場の役割と流通される物
＜４年＞
単元2-])わが市道の資源と生産
活動
物資の流通と行啓:流通と貨幣の
概念
＜統合構成事例案（4年）＞
事例名）「お米はどこからきたか」鍍の尨と斗 漉と鮮の妨1制
＜6年＞
単元3-2)共に生きる世界
わが国の経済協力国家と物資の流通
６。授業設計視点：
４年生の生活空間はまだ自分が住んでいる市と道(県)に隕られている時期である
。本事例では、子ども
の視野を世界に広げて
、自分が住んでいる地域の様子と人々が生きるのに必要なモノを世界の人々と互い
に協力しながら獲得する過程を探究する
。これは、子どもたちが身の回りで手やすく接する食べるモノや
人気のある遊びモノを収集して
、どの国で作られたかを分類し、そのような操作活動を通して社会現象に
対する探究能力を育てる
。そして、そのモノを生産する国から必要な国の人々に売ることで、貿易や貨幣
などの概念学習を行ない、我らは世界の人々と相互依存しながら生きるべきであることを認識するように
構成する。
授業過程としては
、導入部分では、子どもたちが毎日食べているお米を学習の素材として利用し、お米
ができるまで多くの人々の努力が必要であったことの事実確認から人々の相互依存性を確認する問題把握
がなされている
。展開部分では、身の回りで多く使われている収入品が私たちの手に入る経路を明らかに
するなかで
、貿易の必要性やドル貨幣の使用等、人々の役割と相互依存性を探究する。そして、人々に愛
用される商品の移動は国家間の貿易関係を増進し
、これによって世界の人々は緊密な協力が必要であるこ
とを子どもが認識することである
。学習方法においてもインターネット活用などの情報や資料収集技能を
身に付けるＯ整理部分では
、収集した外国商品や写真を教室のコーナーに並べ、世界各国の相互依存性を
実際的に認識させる整理活動と共に
、経済的交流の利益という順機能と自国産業の被害という逆機能の問
題を主体的行為者としての価値判断を明らかにする段階である。
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７。授業目標
・子どもたちが日常生活で使っている事物（モノ）を通して、貿易、貨幣の概念を理解する。
・モノの流通過程を通して世界の他地域との相互関連内容に対する資料解析と情報収集技能を育む。
・世界の他地域との経済交流を通じて相互依存関係にある人々に役に立つ生活態度を持つ。
８．学習資料 ： 外国商品の写真、ドル貨幣、実物資料収集。
区分 敍一将腦 匹 及
留意点教 師 児 童
動機
誘発
問題
四
私たちが食べるご飯のために何人の手がかかわっ
ているか数えてみよう。
こういう人々に対してどんな気持ちを持つべき
瓲
私たちが世界のいろいろな地域と根互依存してい
ることを見せている胚胎丈
農夫、精米沢 中間商人小売商、運送
人、農薬生産者、肥料生産人、消 導
入 費者雜o
感謝の気持ち。
モノを大事にする気持ち。
学晉詞題を確認する。
・私たちが使っ
ているモノは多
くの人々の努力
で得られる。
展
開
問題
探究
問題
鰍
外国で生産されたモノとして皆さんの身の回りで
使われている商品を紹介してみよう。
このような商品を持っていた経験に廴
全部わが国のものである氈
この商品の共遶帽乱
このような商品はどうやって私たちの手に入るの
瓲
この商品を買う時どのお金を使う瓲
私たちが食べるアメリカ産お米はなぜわが国産よ
りやすい瓲
商品の移動は国家間の関係にどんな影響を与えて
いるの力ｔ
収集した商品の生産国と商品名を発
表する。
リーボツクのテニス（イギリス）
ソニー社のウォークマン（日本）
マクのハンバーガー（米国）等
ある。　ないo
いいえ
世界多くの人々に愛用されている。
生産国工場の労働者一貿易業者一運
送業者一収入業者一商人一私
世界共通で使えるドル氈励既
アメジカは農地が広い。
コメ生産を機械化でするなと
商品の移動は、国家間の桓昭衣存匣を
もっと深かめる。
外国商品写真や
実物等の収集活
動を事前提示
商品の生産工程
VTR
貿易と貨幣の必
要性を理解させ
る
インターネット
判j で資料倹索
整
理
問題
適用
価値fﾋ
私たちが世界のいろいろな地域と相互依存してい
ることを見せている証拠を挙げるとo
経済的宇目互依存肬は、各国にどんな利益や被害を
与えているのか自分の意見を発表する。
収集した各国の商品や写眞を教室のコーナーに国
ごとに集め、子どもたちに確認させる。
子どもたちの身の回りで見つけられ
る外国の商品を言う。
他国との貿易は自国の経済発展に有
益をあげているo
外国商品の流入で、自国の産業が衰え
る。
教室のコーナーを回って国家別に分
類した商品や写真から国家間の相互
依存|生を確認する。
見たことがある
商品を自由に言
うo
各自の収集品を
展示する。
Ｖ。 提言
社会科教育内容の各領域が現行のように形式的
統合によって編成された単元構成としては，変化
する社会現象を把握する科学的思考力と問題解決
能力の育成が難しいと思われる。地理，歴史，一
般社会の各領域内容を統合する単元計画と主題設
定が望ましい。そして，平和，人権，環境等のグ
ローバル問題を社会科教科書に１つの単元として
設定してグローバル時代に対応できる問題解決能
力を体系的に育て行くことが必要である。また，
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歴史分野で国家間に対立する歴史的事実やイシュー
は児童・生徒が相互違う立場で多様な思考ができ
る内容構成も必要である。特 に，社会科教師が中
心になって，隣国を正しく理解し，親しく感じさ
＜資料１＞
せるプラスイメージの授業実践を広げられる隣国
教師との交流を活性化することができるシステム
作りも必要であると思われる。
＜国民共通基本カリキュラム時間編制＞
∧ /｣畔校 中学校 高等学佼１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
教
科
国語 238 204 204 204 170
136 136 136(8)国語
210　238
遡恵 3∠1 3∠1
3∠1 3∠1 68 68 3∠1 34(2)
社会 102 102 102
102
社会
数学
120　136
102 68 102(6)
歴史
102 68 102(6)正しい生活
60　68数学 136 136 136 136 136 136
102 136(8)
利学 102 102 102
102 102 136 136 136(8)
賢い生活
90　102
実科 68 68
技術・家庭
68 102 102 102(6)
体育 102 102 102 102 102 102 68 68㈲楽しい生活
180　204
音楽 68 68 68 68 68 34 34 34(2)
美術 68 68 68 68
3∠1 3∠1 68 34(2)我らは¬年生
80
英語
3∠1 3∠1 68 68 102 102 136 136(8)
心胆肋
60 68 68 68 68 68 102 102 102 102(6)
糊佰助
30 34 34 68 68 68 68 68 68 68(4)
年間
総時間数
830 850 952 952 1,05∠t 1,05∠1 1,122 1,122 1,122 1,190(70)
【註】
1）教育部『初等学校教師用指導書』, 1997,  p;7.
2）教育人的資源部『2007年改定教育課程概要』，2007
年６月，ｐ.23.
3）中村哲編著『グロ ーバル教育としての社会科カリ
キュラムと授業構成』，風問書房, 2004.
4）『世界は一つ』は，註 ３の中村哲編著の本で提示
した理論的根拠を基にして，筆者が関与している全
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北 グローバル教育研究会が幼稚園，小学校教師のた
め社会科補助教科書として発行した。
5）教育人的資源部『2007 年多文化家庭子女教育支援
計画』，報道資料，2007 年６月 ５日
6）全北道民日報, 2007 年３月28 日字，５面
7）韓中日３国共同歴史編纂委員会『未来を開く歴史』，
2005. ソウル。
